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１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日） 

(1) 連結経営成績［累計］
（％表示は、対前年同四半期増減率） 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年3月期 第１四半期 4,887 0.5 429 △3.0 344 2.5 215 △5.7

30年3月期 第１四半期 4,860 △1.4 443 △6.7 336 7.3 228 2.7

（注）包括利益 31年３月期第１四半期 225百万円（8.9％） 30年３月期第１四半期 207百万円（△16.5％） 

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 

円  銭 円  銭 

31年3月期 第１四半期 56.04 ― 

30年3月期 第１四半期 59.40 ― 
   （注） 当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「1株当たり四半期純利益」を算定しております。 

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

百万円 百万円 ％ 円   銭 

31年3月期 第１四半期 55,915 16,400 29.3 4,267.70 

30年3月期 56,117 16,213 28.9 4,219.00 

（参考）自己資本 31年３月期 第１四半期 16,400百万円 30年３月期 16,213百万円 

２. 配当の状況

年間配当金 

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
30年 3月期 ― 0. 00 ― 10. 00 10. 00

31年 3月期 ― 

31年 3月期（予想） 0. 00 ― 10. 00 10. 00

（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無 

３. 平成31年３月期の連結業績予想 （平成30年4月1日～平成31年3月31日）
（％表示は、対前期増減率） 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 19,600 △1.6 1,550 △28.3 1,150 △29.9 600 △46.1 156.13 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無 

http://www.niigata-kotsu.co.jp/


※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期１Q 3,864,000株 30年3月期 3,864,000株 

② 期末自己株式数 31年3月期１Q 21,131株 30年3月期 21,065株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期１Q 3,842,902株 30年3月期１Q 3,843,184株 

    （注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を

算定しております。 

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。



○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………… 2 

（1） 経営成績に関する説明  ………………………………………………………… 2 

（2） 財政状態に関する説明  ………………………………………………………… 3 

（3） 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………… 3 

２．四半期連結財務諸表及び主な注記………………………………………………………… 4 

（1） 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………… 4 

（2） 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間……………………………………………………………… 6 

四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間……………………………………………………………… 7 

（3） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………… 8 

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………… 8 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）………………………………… 8 

（追加情報）  ……………………………………………………………………… 8 

（セグメント情報） ……………………………………………………………………… 8 

新潟交通株式会社（9017）　平成31年３月期　第１四半期決算短信

1



１.当四半期決算に関する定性的情報 
(1） 経営成績に関する説明 

当第 1 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策を背景に企業収益や雇用・所得環境の
改善がみられる等、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、海外経済の不確実性により、
先行きは不透明な状況が続いております。 
こうした事業環境の中、当社グループでは中期経営計画の目標を達成すべく積極的に事業を展開し

た結果、当第１四半期連結累計期間の総売上高は 4,887 百万円（前年同期比 0.5%増）、営業利益は 429
百万円（同 3.0%減）、経常利益は 344 百万円（同 2.5%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 215
百万円（同 5.7%減）となりました。 

 

セグメントの業績の概況は、次の通りであります。 
 
 
○運輸事業 

一般乗合バス部門では、「もっと確かな乗り物」を目指し定時性向上の取組みを継続したことと併せ、
平成 30 年 3 月 31 日にダイヤ改正を行い、佐渡汽船線におけるルート新設及び増回等により、利便性
の向上に努めました。佐渡島内および下越地区中山間地では利用者減少に歯止めがかからず減収とな
ったものの、新潟市域を運行する路線においては前年同期比増収となったことから、一般乗合バス部
門全体では前年同期比増収となりました。 
高速バス部門では、県外高速バスにおいて、富山線の特定日増便運行を実施する等、需要喚起に努

めましたが、一部路線における続行便の減少や、県内高速バスにおける減便の影響等により、高速バ
ス部門全体では前年同期比減収となりました。 
貸切バス部門では、乗務員不足による稼働減少や学校関係の貸切を中心とした受注の減少等により、

運賃収入は前年同期比減収となりました。 
この結果、運輸事業の売上高は 2,327百万円（前年同期比 0.6%減）となりました。 

 
○不動産事業 

万代シテイの賑わい創出のため、地方初進出のイベントを誘致するなど週末を中心に様々なイベン
トを開催し、街区の魅力向上や来街客の増加に努めましたが、賃料収入は前年同期比減収となりまし
た。また、駐車場利用台数の減少により駐車場収入も前年同期比減収となりました。 
この結果、不動産事業の売上高は 733百万円（前年同期比 0.7%減）となりました。 

 
○商品販売事業  

   観光土産品卸売部門では、県特産品を活用した商品の販売や「バスセンターのカレー」のレトルト
販売が好調に推移したことに加え、直営売店部門において、イベントや催事での商品販売が堅調に推
移しました。 

   この結果、商品販売事業の売上高は 566百万円（前年同期比 9.6%増）となりました。 
 
○旅館事業 
  新潟市内の「万代シルバーホテル」では、宿泊の稼働率の増加により宿泊収入が好調に推移しまし
たが、一般宴会の受注減少や昨年 12 月に館内飲食店を閉店した影響等により、売上高は前年同期比
減収となりました。 
また、佐渡市内の「国際佐渡観光ホテル八幡館」では、インバウンド需要の積極的な取込みや営業

強化により宿泊客数の増加に努めましたが、島内の観光需要減少に歯止めがかからず、売上高は前年
同期比減収となりました。 

この結果、旅館事業の売上高は 477 百万円（前年同期比 1.5%減）となりました。 
 
○その他事業 

旅行業では、主力商品である「くれよん」において、企画意図を明確にした旅行商品の造成を行い、
販売強化に努めましたが、天候不順等により申し込みが低調に推移したことや、バスを利用した遠足
や合宿等を中心に学校関係の受注が減少したことにより、前年同期比減収となりました。 
広告代理業においては、各種イベント関連の収入やバス広告等の広告収入が増収となったことによ

り、前年同期比増収となりました。 
航空代理業においては、3 月に LCC が運航開始したことや一部機材の大型化に伴い空港業務受託手

数料が増加した結果、前年同期比増収となりました。 
清掃・設備・環境業においては、主にリサイクル部門における古紙の価格下落の影響等により、前

年同期比減収となりました。 
この結果、その他事業全体の売上高は 782 百万円（前年同期比 0.5%増）となりました。 
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（2） 財政状態に関する説明
資産、負債及び純資産の状況
当第１四半期連結会計期間末の総資産は、減価償却による有形固定資産の減少などにより、前期末

に比べ202百万円減少し、55,915百万円となりました。 
  負債は、有利子負債の圧縮などにより、前期末に比べ389百万円減少し、39,514百万円となりまし
た。 

  また、純資産は、利益剰余金の増加などにより、前期末に比べ186百万円増加し、16,400百万円と
なり、自己資本比率は29.3％となっております。 

（3） 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、概ね計画通りに推移しております。従って、

本年５月15日公表の連結業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,608,825 2,481,913 

受取手形及び売掛金 1,324,304 1,459,874 

商品及び製品 214,780 234,486 

原材料及び貯蔵品 146,024 155,343 

その他 390,884 378,556 

貸倒引当金 △3,350 △3,910 

流動資産合計 4,681,469 4,706,264 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,807,124 9,658,974 

土地 36,862,443 36,862,443 

その他（純額） 3,194,689 3,218,889 

有形固定資産合計 49,864,257 49,740,306 

無形固定資産 244,154 236,360 

投資その他の資産 1,328,110 1,232,270 

固定資産合計 51,436,522 51,208,937 

資産合計 56,117,992 55,915,201 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 872,780 1,022,895 

短期借入金 13,861,364 13,614,153 

未払法人税等 257,275 47,300 

賞与引当金 151,541 109,677 

その他 4,060,074 4,194,961 

流動負債合計 19,203,035 18,988,988 

固定負債    

社債 6,160,000 6,135,000 

長期借入金 6,199,244 6,064,589 

再評価に係る繰延税金負債 4,015,844 4,015,844 

役員退職慰労引当金 132,789 141,391 

退職給付に係る負債 395,929 387,715 

その他 3,797,817 3,781,470 

固定負債合計 20,701,625 20,526,009 

負債合計 39,904,660 39,514,998 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,220,800 4,220,800 

資本剰余金 2,946,580 2,946,580 

利益剰余金 742,866 919,792 

自己株式 △36,166 △36,299 

株主資本合計 7,874,080 8,050,873 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,538 2,271 

繰延ヘッジ損益 27,218 44,063 

土地再評価差額金 8,215,719 8,215,719 

退職給付に係る調整累計額 94,775 87,275 

その他の包括利益累計額合計 8,339,251 8,349,329 

純資産合計 16,213,331 16,400,203 

負債純資産合計 56,117,992 55,915,201 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 4,860,583 4,887,006 

売上原価 3,357,774 3,394,975 

売上総利益 1,502,809 1,492,031 

販売費及び一般管理費 1,059,428 1,062,044 

営業利益 443,381 429,986 

営業外収益    

受取利息 96 472 

受取配当金 6,367 5,554 

その他 4,435 7,914 

営業外収益合計 10,900 13,941 

営業外費用    

支払利息 108,429 89,362 

持分法による投資損失 1,162 662 

その他 8,539 9,479 

営業外費用合計 118,131 99,504 

経常利益 336,150 344,422 

特別利益    

固定資産売却益 1,990 728 

補助金収入 3,000 520 

工事負担金等受入額 2,207 － 

その他 1,332 313 

特別利益合計 8,530 1,561 

特別損失    

固定資産売却損 17 9,999 

固定資産除却損 1,468 3,427 

関係会社株式売却損 1,308 － 

特別損失合計 2,793 13,427 

税金等調整前四半期純利益 341,886 332,557 

法人税、住民税及び事業税 33,412 27,216 

法人税等調整額 80,201 89,985 

法人税等合計 113,613 117,202 

四半期純利益 228,272 215,355 

親会社株主に帰属する四半期純利益 228,272 215,355 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 228,272 215,355 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,004 732 

繰延ヘッジ損益 △15,834 16,845 

退職給付に係る調整額 △8,436 △7,499 

その他の包括利益合計 △21,266 10,078 

四半期包括利益 207,006 225,433 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 207,006 225,433 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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(３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 
  （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 
（追加情報） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第

１四半期連結会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税

金負債は固定負債の区分に表示しております。 

 
 （セグメント情報） 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年4月１日 至 平成29年6月30日）  

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報  

  （単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 
（注）1 

合計 
調整額 
（注）2 

四半期連結 

損益計算書 
計上額 
（注）3 

運輸事業 不動産事業 
商品 

販売事業 
旅館事業 計 

売上高          

  外部顧客への売上高 2,342 738 517 484 4,082 778 4,860 － 4,860 

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
38 110 11 9 170 182 353 △353 － 

計 2,381 849 528 494 4,253 960 5,213 △353 4,860 

 セグメント利益又は
損失（△） 

△35 326 9 27 327 115 443 0 443 

（注） １．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設

備・環境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年4月１日 至 平成30年6月30日）  

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報  

  （単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 
（注）1 

合計 
調整額 
（注）2 

四半期連結 

損益計算書 
計上額 
（注）3 

運輸事業 不動産事業 
商品 

販売事業 
旅館事業 計 

売上高          

  外部顧客への売上高 2,327 733 566 477 4,104 782 4,887 － 4,887 

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
39 110 11 6 168 174 342 △342 － 

計 2,366 844 577 484 4,273 956 5,229 △342 4,887 

 セグメント利益又は
損失（△） 

△55 348 13 22 329 99 429 0 429 

（注） １．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設

備・環境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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